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   対馬市告示第７号 

    平成30年第１回対馬市議会定例会を次のとおり招集する 

       平成30年２月16日 

                               対馬市長 比田勝尚喜 

   １ 期 日  平成30年２月27日（火） 

   ２ 場 所  対馬市議会議場 

 

   ○開会日に応招した議員 

坂本 充弘君          伊原  徹君 

長郷 泰二君          春田 新一君 

小島 德重君          吉見 優子君 

船越 洋一君          渕上  清君 

黒田 昭雄君          小田 昭人君 

山本 輝昭君          波田 政和君 

齋藤 久光君          初村 久藏君 

大浦 孝司君          大部 初幸君 

作元 義文君          上野洋次郎君 

小川 廣康君                 

 

   ○２月28日に応招した議員 

 

 

   ○３月12日に応招した議員 

 

 

   ○３月13日に応招した議員 

 

 

   ○３月19日に応招した議員 

 

 

   ○３月12日に応招しなかった議員 
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山本 輝昭君          大部 初幸君 

 

   ○３月13日に応招しなかった議員 

山本 輝昭君                 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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平成30年 第１回 対 馬 市 議 会 定 例 会 会 議 録（第１日） 

                           平成30年２月27日（火曜日） 

 

議事日程（第１号） 

                       平成30年２月27日 午前10時00分開会 

    日程第１ 会議録署名議員の指名 

    日程第２ 会期の決定 

    日程第３ 議長の諸般報告 

    日程第４ 市長の行政報告 

    日程第５ 市長の施政方針説明 

    日程第６ 長崎県病院企業団議会議員の報告 

    日程第７ 長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員の報告 

    日程第８ 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（平成２９年度対馬

市一般会計補正予算（第６号）） 

    日程第９ 議案第１号 平成２９年度対馬市一般会計補正予算（第７号） 

    日程第10 議案第２号 平成２９年度対馬市診療所特別会計補正予算（第４号） 

    日程第11 議案第３号 平成２９年度対馬市国民健康保険特別会計補正予算（第

４号） 

    日程第12 議案第４号 平成２９年度対馬市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号） 

    日程第13 議案第５号 平成２９年度対馬市介護保険特別会計補正予算（第４号） 

    日程第14 議案第６号 平成２９年度対馬市水道事業会計補正予算（第４号） 

    日程第15 議案第７号 平成３０年度対馬市一般会計予算 

 

本日の会議に付した事件 

    日程第１ 会議録署名議員の指名 

    日程第２ 会期の決定 

    日程第３ 議長の諸般報告 

    日程第４ 市長の行政報告 

    日程第５ 市長の施政方針説明 

    日程第６ 長崎県病院企業団議会議員の報告 
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    日程第７ 長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員の報告 

    日程第８ 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（平成２９年度対馬

市一般会計補正予算（第６号）） 

    日程第９ 議案第１号 平成２９年度対馬市一般会計補正予算（第７号） 

    日程第10 議案第２号 平成２９年度対馬市診療所特別会計補正予算（第４号） 

    日程第11 議案第３号 平成２９年度対馬市国民健康保険特別会計補正予算（第

４号） 

    日程第12 議案第４号 平成２９年度対馬市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号） 

    日程第13 議案第５号 平成２９年度対馬市介護保険特別会計補正予算（第４号） 

    日程第14 議案第６号 平成２９年度対馬市水道事業会計補正予算（第４号） 

    日程第15 議案第７号 平成３０年度対馬市一般会計予算 

 

出席議員（19名） 

１番 坂本 充弘君       ２番 伊原  徹君 

３番 長郷 泰二君       ４番 春田 新一君 

５番 小島 德重君       ６番 吉見 優子君 

７番 船越 洋一君       ８番 渕上  清君 

９番 黒田 昭雄君       10番 小田 昭人君 

11番 山本 輝昭君       12番 波田 政和君 

13番 齋藤 久光君       14番 初村 久藏君 

15番 大浦 孝司君       16番 大部 初幸君 

17番 作元 義文君       18番 上野洋次郎君 

19番 小川 廣康君                 

 

欠席議員（なし） 

 

欠  員（なし） 

 

事務局出席職員職氏名 

局長      糸瀬 美也君  次長     阿比留伊勢男君 

課長補佐    梅野 浩二君  係長     柚谷 智之君  
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説明のため出席した者の職氏名 

市長  比田勝尚喜君 

副市長  桐谷 雅宣君 

教育長  永留 和博君 

総務部長  有江 正光君 

総務課長  松井 惠夫君 

しまづくり推進部長  阿比留勝也君 

観光交流商工部長  俵  輝孝君 

市民生活部長  根メ 英夫君 

福祉保険部長  仁位 孝良君 

健康づくり推進部長  福井 順一君 

農林水産部長  西村 圭司君 

建設部長  佐伯 廣教君 

水道局長  大浦 展裕君 

教育部長  須川 善美君 

中対馬振興部長  平山 祝詞君 

上対馬振興部長  園田 俊盛君 

美津島行政サービスセンター所長  神宮 喜仁君 

峰行政サービスセンター所長  佐伯  正君 

上県行政サービスセンター所長  多田 幸喜君 

消防長  永留 弘和君 

会計管理者  阿比留 保君 

監査委員事務局長  小島 勝也君 

農業委員会事務局長  庄司 智文君 

 

午前10時00分開会 

○議長（小川 廣康君）  おはようございます。開会前に、一言御挨拶を申し上げます。 

 先日２４、２５日にかけまして、長崎県知事中村法道様を初め、国内外から多くの皆様に御来

島いただき、「朝鮮通信使の集いＩＮ対馬」が開催されました。行列の再現、そしてミュージカ

ル「対馬物語」の公演、そして豊玉中学校の生徒による学習発表等が、多くの市民の皆様の参加

のもとに行われました。議会といたしましても、関係者皆様方に心から御礼を申し上げます。 



- 6 - 

 また、今回のユネスコ記憶遺産の登録に御尽力されました朝鮮通信使縁地連絡協議会の松原理

事長様に対し、心から感謝申し上げ、厚く御礼を申し上げます。 

 今後、議会といたしましても、市長と協力しながら、今回の登録に携わった皆様の熱い思いを

地域活性化につなげていきたいと考えておりますので、市民皆様方のさらなる御協力をお願いを

いたします。 

 配付しております議案及び参考資料の一部訂正条例新旧対照表において、配付の正誤表のとお

り訂正の申し出があっております。上程前であり、議長がこれを許可しておりますので、御了承

願います。 

 ただいまから、平成３０年第１回対馬市議会定例会を開会いたします。 

 定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（小川 廣康君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定によって、齋藤久光君及び初村久苻君を指名しま

す。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．会期の決定 

○議長（小川 廣康君）  日程第２、会期の決定を議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、お手元に配付しております会期日程案のとおり、本日から

３月１９日までの２１日間とすることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。会期は、本日から３月１９日までの２１日間に決

定をいたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．議長の諸般報告 

○議長（小川 廣康君）  日程第３、議長の諸般報告を行います。 

 議長の庶務報告は、お手元に配付のとおりであります。 

 以上で報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４．市長の行政報告 

○議長（小川 廣康君）  日程第４、市長の行政報告を行います。 

 市長から行政報告の申し出があっておりますので、これを許します。市長、比田勝尚喜君。 
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○市長（比田勝尚喜君）  おはようございます。 

 本日、ここに、平成３０年第１回対馬市議会定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様に

は、御健勝にて御出席賜り、衷心より御礼申し上げます。 

 １２月定例会以降、本日までの主な事項につきまして、御報告を申し上げます。 

 まず、総務部関係でございますが、平成２９年６月定例会の折にお知らせいたしました放射線

モニタリングポストの運用開始について、御報告いたします。 

 本設備は、大気中の放射線量を自動観測する設備で、原子力関係事象が発生した場合に大きな

効果を発揮するものであり、環境省の外局である原子力規制委員会により設置されたものでござ

います。 

 このたび、航空自衛隊海栗島分屯基地内の一角に設置され、県内で１４カ所目となりました。

既に、今月１５日から運用開始しております。 

 対馬市ホームページに専用バナーを張りつけておりますので、その専用サイトにアクセスして

いただくと２４時間リアルタイムで放射線量を確認することができます。 

 なお、原子力施設等において異常事態が発生した場合に屋内退避を必要とする基準値は、

５００マイクロシーベルトという数値が関係機関から示されておりますが、海栗島分屯基地内の

観測地点では、運用開始から現在まで、おおむね０.０４マイクロシーベルトで推移しておりま

す。 

 次に、しまづくり推進部の関係でございます。 

 従前から取り組んでおりました国際旅客船ビートルへの混乗について、九州郵船株式会社、Ｊ

Ｒ九州高速船株式会社、対馬市の三者間で、運航に関する基本合意に達しましたので、御報告い

たします。 

 これは、対馬北部地域の皆様の生活利便性の向上と福祉の充実のため、平成２１年から取り組

んできたもので、平成２８年１１月には、石井国土交通大臣に要望書を提出し、課題はあるもの

の対馬市の取り組みについて一定の御理解をいただき、翌年３月には、三者間で「混乗」実現に

向けた課題整理のための協定を締結し、以来、月２回ほどのペースで協議を重ねてまいりました。 

 何分にも、国際旅客と国内旅客の混乗という、国内に例を見ない、世界的にも稀有な航路の実

現となりますので、これからも新たな課題が派生するかと思われます。 

 しかしながら、この混乗航路の実現は、対馬市として、とりわけ、高速交通のない北部地域の

皆様の念願でありますので、今後とも九州郵船株式会社、ＪＲ九州高速船株式会社、対馬市と三

者間の足並みをそろえて、一日も早い「混乗」の実現に努力してまいります。 

 次に、観光交流商工部の関係でございます。 

 ２月２４日、２５日の両日、対馬市交流センターなどを会場として、「朝鮮通信使に関する記
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録」のユネスコ記憶遺産登録を記念する「朝鮮通信使の集いＩＮ対馬」を開催いたしました。 

 参議院議員江島潔様、駐福岡大韓民国総領事館総領事孫鍾植様、長崎県知事中村法道様、大韓

民国釜山広域市副市長朴宰民様、釜山広域市影島区庁長魚允泰様と多数の御来賓を迎え、２４日

は市民劇団「漁火」によるミュージカル「対馬物語」の上演。２５日は朝鮮通信使行列の再現、

登録に尽力された関係者の皆様への市民表彰及び感謝状の贈呈式、小説「韃靼の馬」の作者であ

る瘻原登先生の特別講演、豊玉中学校生徒による朝鮮通信使についての郷土学習発表などを行い、

延べ１,１００人の方々に御参加いただき登録を祝いました。 

 これまで朝鮮通信使に関する活動を続けてこられた皆様に、改めてお礼の言葉を申し上げると

ともに、今後も活動を支えていく所存でございます。 

 このたび、登録された対馬関連資料の５点のレプリカなどを紹介する「対馬に残る朝鮮通信使

記録展」を３月３１日まで、対馬市交流センター４階ギャラリーにおいて開催しております。ぜ

ひ、皆様も足をお運びいただきたいと思います。 

 次に、対馬博物館癩癩仮称でございますけども癩癩の建設事業についてであります。 

 対馬博物館建設工事が本格的に始まりました。 

 平成３１年２月の完成に向けて、去る１月２５日、長崎県教育長、長崎県議会議員、対馬市議

会議員、地区関係者の皆様を含め、約６０名の出席のもと、工事受注者主催による安全祈願祭が

執り行われました。 

 工事期間中は、地域住民の皆様方を初め、付近を通行の際など、何かと御迷惑をおかけいたし

ますが、御理解いただきますようお願い申し上げます。 

 次に、健康づくり推進部の関連でございます。 

 旧対馬いづはら病院施設の利活用状況につきまして、御報告をさせていただきます。 

 旧対馬いづはら病院施設跡の利活用につきましては、対馬いづはら病院・中対馬病院跡利活用

検討委員会の提言を受け、旧対馬いづはら病院跡に医療施設と介護施設を開設しているところで

ございます。 

 現在、施設内の利用されていないスペースのさらなる活用を図るため、平成２８年度に策定し

た旧対馬いづはら病院改修基本計画において、構造的な課題をクリアした施設の基本的な活用の

方法等の検討を加えております。 

 また、市民の皆様のニーズ等、御意見を求めるため、地域の代表者、公益団体関係者等で構成

する「旧対馬いづはら病院施設利活用検討委員会」を設置し協議を重ねているところでございま

す。 

 今後、利活用検討委員会等の御意見を踏まえ、施設の活用についてさらに検討を進めてまいり

たいと存じておりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 
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 次に、上対馬振興部の関連でございます。 

 比田勝港第１国際ターミナルは、平成２７年度に供用を開始いたしましたが、計画時の想定を

はるかに上回る観光客が来島されたことから、入国審査に要する時間が大きな課題となっており

ました。そのため、施設的な処理能力を上げるため、入国審査ブースの増設を行ったところでご

ざいます。 

 その増設とあわせ、人的対応として入管職員の増員もお願いしているところであり、来年度に

は施設がフルに稼働し、入国審査の待ち時間短縮が図られるものと期待しております。 

 また、合併浄化槽からの異臭に関する苦情も寄せられておりましたが、この問題は施設の増設

を行い改善しておりますので、あわせて御報告いたします。 

 以上が行政報告でございます。 

 本定例会において御審議願います案件は、予算に係る専決処分の承認１件、平成２９年度一般

会計補正予算等６件、平成３０年度一般会計予算等９件、条例の一部改正１４件、条例の制定

１件、辺地に係る整備計画１件、対馬市過疎地域自立促進計画の変更１件、海岸保全区域内公有

水面の埋立て１件、あらたに生じた土地の確認及び区域変更１件、教育委員会委員の任命に係る

同意１件、人権擁護委員の推薦に係る諮問１件の合わせて３７件の議案について、御審議をお願

いするものでございます。 

 内容につきましては、後ほど担当部長に説明させたいと思いますので、よろしくお願い申し上

げます。 

 以上、開会に当たっての挨拶といたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  以上で行政報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第５．市長の施政方針説明 

○議長（小川 廣康君）  日程第５、市長の施政方針説明を行います。 

 市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  平成３０年度の一般会計予算及び特別会計予算の御審議をお願いするに

当たり、予算編成方針とその概要を御説明申し上げます。 

 昨年を振り返りますと、国内で３８年ぶりとなった「カワウソ発見」のニュースがございまし

た。これにより、いまだ豊かな自然が残された対馬を全国に広く発信するものとなり、改めて大

きな使命を受けたと認識しております。「環境王国」を標榜する対馬市といたしましては、未来

永劫、この豊かな自然環境を保全すべく、市民皆様とともに力を合わせてまいりたいと考えてお

ります。 

 平成３０年度予算は、平成２９年度を国境離島対馬の「創生元年」と位置づけておりましたの
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で、ステップの年となるよう、次の３施策を重点施策として編成しております。 

 １つ目の「移住・定住支援対策」でございますが、移住・定住支援を人口減少対策の重要施策

として位置づけており、取り組みを加速させます。 

 昨年６月に、しまづくり推進部に相談窓口コーナー「しまぐらし応援室」を立ち上げ、これま

で数多くの相談を受けており、新規就農・就漁などを含め、１２８件の実績でございます。今年

度は、さらに情報の発信、受入体制の整備推進を図るため、各担当部局との情報共有、事業連携

を図りながらきめ細やかな支援を行い、移住・定住に結びつけてまいります。 

 また、空き家バンク制度の推進や旧教員住宅を活用した移住・定住住宅の整備、空き家改修費、

引っ越し費用、家賃等の補助、さらに新規卒業生定着奨励制度などの移住・定住対策に積極的に

取り組んでまいります。 

 ２つ目の「観光客受入対策」でございますが、昨年度の施政方針で申し上げました観光の掛け

算の「歴史」に関しては、昨年のユネスコ記憶遺産の登録により、市内に多く残る歴史遺産の一

部分が世界的にも証明されました。また、「食」についても、マグロ、アナゴ、ノドグロ、シイ

タケなど、対馬ブランド化が進んでおりますが、その一方で「観光」の面からは、観光地におけ

るトイレや観光案内板の整備充実など、課題が大きく表面化し、掛け算による観光立島実現には

手が届いておりませんので、その取り組みを強化してまいります。 

 加えて、有人国境離島法における島民以外の方への運賃低廉化の実現に取り組み、さらなる交

流人口の拡大を目指します。 

 ３つ目の「産業振興による雇用の場確保対策」でございますが、昨年４月の「有人国境離島

法」の施行により、航路・航空路運賃の低廉化、農水産物の輸送コスト支援なども相まって、雇

用拡充支援事業では、市内において約８０名の雇用の場の確保につながり、地域活性化に成果が

あったものと思います。 

 これらの成果を踏まえ、平成３０年度の有人国境離島法の関連事業は、その事業規模を約

１６億５,０００万円と拡充いたしました。 

 また、一昨年１１月に運用を開始した「返礼品付きふるさと納税」における寄附金額は、

３０年３月末において１億５,０００万円を超える見込みであり、今後も寄附金の増額に向け、

返礼品の充実等に取り組んでまいります。 

 次に、日韓の民間団体が共同申請しておりました「朝鮮通信使に関する記憶」が、昨年１０月

にユネスコ記憶遺産に登録されました。これを契機に、平和の使者である「朝鮮通信使」が最初

におり立った地が対馬であることと、その使節団を江戸まで案内するなど、対馬藩の功績を広く

世界に発信してまいりたいと考えております。 

 次に、増加し続ける韓国人観光客等に加え、国内からの観光客を誘致するために、対馬の自然
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と地理的特性を生かしたトレッキングコースやサイクリングコースの整備、観光満足度向上のた

め、トイレや休憩所等の基盤整備を鋭意進め、観光を一大産業として確立する取り組みを行って

まいります。 

 また、対馬市の人口は、平成３２年にかけて３万人を下回り、平成２９年に３５％であった高

齢化率は、１２年後の２０３０年は５０％を超えることが予測されております。 

 その中、誰もが住みなれた地域で自分らしく生き生きと暮らし、人生の最期のときを迎えるこ

とができるよう、医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保される「地域包括ケアシ

ステム」の構築と、健康づくり支援対策に積極的に取り組んでまいります。 

 近年の予測しがたい異常気象による風水害や地震災害等に備え、市民の生命・身体及び財産を

守るため、また、朝鮮半島における政情不安を踏まえ、国、県との連携を強化し、これらの事態

に即時対応する部署を設置いたします。 

 平成３０年度予算は、これらの重点施策及び有人国境離島法に係る施策を中心に、対馬ならで

はの地域の活性化を図り、高齢者の健康支援、福祉の充実を目標に編成いたしました。 

 その概要を御説明申し上げます。 

 予算規模でございますが、一般会計予算と７つの特別会計予算を合わせた予算総額は、

４１６億５,９１２万４,０００円となっております。 

 また、地方公営企業法の適用を受けます水道事業会計は、収益的収入１２億３２７万７,０００円、

収益的支出１０億２,６５７万６,０００円、資本的収入１億５,８１０万円、資本的支出５億

５,０４３万６,０００円としております。 

 一般会計につきましては、平成２９年度当初予算と比較いたしますと２.６％増の３１７億

８,３００万円としております。 

 また、国民健康保険特別会計につきましては、国民健康保険制度改革により、平成３０年度か

ら県がその財政運営の責任主体となることから、予算額が４６億９,０００万円と、対前年比

２２.４％の減となっております。 

 次に、歳出予算について御説明申し上げます。 

 まず、主な取り組みについてでございますが、第２次対馬市総合計画に掲げる将来像の「４つ

の挑戦」を柱に予算編成をいたしました。 

 まず１番目に、「若者でにぎわう希望の島」～ひとづくり～への挑戦でございますが、大学と

地域を結びつける域学連携地域づくり推進事業においては、市民・研究者・行政がともに知恵を

絞り、汗を流し、対馬について学び考える「対馬学フォーラム」を引き続き開催し、将来を担う

若者と交流しながら、人材の育成と交流人口・定住人口の拡大を目指します。 

 新たに地域連携プロジェクト事業として、都市部大学のサブキャンパス設置に向けた情報収集
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などを行い、連携システムの構築に取り組みます。 

 子供は、対馬の将来を担う大切な宝です。子供を産み、育てやすい環境づくりのため、「子ど

も・子育て支援制度」を円滑に実施するとともに、子供の出産や育児、地域における子育て支援

事業、子育て家庭の経済的負担の軽減を図るため、中学生までを対象とした子ども医療費助成事

業及び保育料の軽減等を引き続き実施してまいります。 

 子育て世代が、親御さんと同居することで、安心して子供を産み育てられる環境を整えるため、

その思いを「三世代同居・近居促進事業」により支援してまいります。 

 学校教育の充実につきましては、いじめや不登校など、児童生徒を取り巻くさまざまな問題に

対応するスクールソーシャルワーカーを継続して配置するほか、教育相談員、介助員等を増員し、

児童生徒一人一人のニーズに応じたきめ細やかな支援を行います。 

 小中学校の修学旅行費及び学校給食費の助成については、教育基本法に定める教育機会の均等

を基本として、国庫補助対象外となるへき地級地の小中学校児童生徒に、単独費による支援を引

き続き実施してまいります。 

 また、変化し、進展を続ける高度情報化社会に対応できる資質や能力を育むため、学校ＩＣＴ

化を推進し、中学生一人一人にタブレットを配付し、あわせて小学生には将来のＩＣＴ化に備え

るための環境整備を実施してまいります。 

 学校施設の環境整備につきましては、児童生徒が安全で安心して快適な学校生活を送ることが

できるよう、トイレの洋式化、有害鳥獣対策フェンスの設置など計画的に実施してまいります。 

 離島の中学生が野球を通して集い競う「（通称）離島甲子園」は、前身の大会から数え、昨年

度まで１３回開催されてきました。大会の目的である青少年の健やかな成長を育むために、本市

といたしましても、平成１９年の地元開催以来、２回目の誘致を実現できるよう設備環境の整備

が求められており、その受け入れの環境整備のため、市内の野球場の改修に取り組みます。 

 さらに、ふるさとを思う心をつなげていく取り組みとして、昨年、初めて開催いたしました子

ども議会の実施やふるさと学習など、子供たちへの郷土愛の育成を図ってまいります。 

 ２番目として、「地域経済が潤い続ける島」～なりわいづくり～への挑戦でございますが、産

業基盤整備のため、道路交通網の整備を初め、林道整備、漁港・漁場整備事業等を実施するとと

もに、次世代の担い手育成、生産物の価値を上げるための６次産業化など、魅力ある産業基盤づ

くりを進めるとともに、対馬地域商社の整備を図り、地元産品の発掘、販路拡大に取り組みます。 

 農林業においては、農地の集積・集約化を進める農地中間管理事業、対馬ブランド「しいた

け」の振興を推進するため、對馬椎茸やる倍ナバダス計画事業、肉用牛多頭飼育経営促進事業な

どに取り組み、農林業の再生と維持を図ります。 

 対馬の基幹産業である水産業においては、資源管理・環境保全対策として、磯焼け対策・漁場
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造成事業を推進するほか、漁業共済掛金助成金の補助率のかさ上げ、漁業集落の維持を図るため

の特定有人国境離島漁村支援交付金事業の拡充、水産物流通拡大のための水産物試験輸出事業補

助金など、水産業振興のための施策を引き続き実施してまいります。 

 それらの後継者対策については、農林水産業従事者担い手・林業女子育成及び人財発掘事業や

漁業後継者育成事業を引き続き実施し、人材確保の推進強化を図ります。 

 また、農林水産物の輸送コスト支援事業につきましては、有人国境離島法を最大限に活用し、

生産者の支援を図ってまいります。 

 人口の減少が続く本市において、経済の活性化と交流人口の増加を図ることは重要です。対馬

のあらゆる魅力を有機的につなげた情報を発信し、国内・国外から対馬への観光客誘致にさらに

取り組み、観光業の活性化を引き続き推進します。 

 旅行者にもう一泊してもらうため、滞在型観光促進事業を活用した旅行商品の企画・販売を実

施し、日本の渚百選に選ばれた「三宇田浜」において、キャンプ場などを含む周辺整備の設計等

に着手するほか、観光資源の開発・情報発信などに積極的に取り組みます。 

 また、観光客の受入体制を整備することが喫緊の課題であり、特に観光客利用トイレにおける

課題解決のため、島の中央部を整備候補地として測量・設計に着手いたします。また、日本遺産

ストーリー案内板を含む観光案内板の充実、トレッキングコースの整備に取り組むなど、観光客

の満足度向上への取り組みを行ってまいります。 

 昨年、プレイベントとして実施した「国境サイクリングＩＮ対馬」については、プレイベント

の検証を踏まえ、本格実施いたします。島外からの参加者の皆様には、対馬を五感で楽しみなが

ら、北の玄関口「比田勝」から南の玄関口「厳原」までを縦走し、島を満喫していただきたいと

考えております。 

 このイベントは、対馬全島をイベント会場とし、島民の御支援と御協力があって初めて成功す

る「協働」を象徴するイベントとして位置づけておりますので、再び、オール対馬で取り組みた

いと考えております。 

 対馬観光の情報発信の拠点である「よりあい処つしま」「ふれあい処つしま」を活用して、国

境のしま対馬を発信してまいります。 

 ３番目として、「支え合いで自立した島」～つながりづくり～への挑戦でございますが、対馬

市の現在の高齢化率は３５％に上り、２０３０年には５０％を超えることが予測されております。

高齢者が住みなれた地域で生き生きと暮らし、自分らしい人生を送り最期のときを迎えることが

できる社会を目指す「地域包括ケアシステム」の構築に向け、精力的に取り組みます。 

 国内においては、平成３７年には６５歳以上高齢者で介護を必要とする人のうち、認知症高齢

者の数だけでも４７０万人に達すると予想されております。いかにして、高齢者の健康寿命を平
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均寿命に限りなく近づけることが、このシステムの目指すところであります。 

 認知予防のため、地域で支え合う認知症地域支援推進事業として、認知症初期集中支援推進員

の配置や認知症サポーターの養成など認知症対策に取り組むとともに、高齢者の集いの場を地域

などが確保する際、その施設改修費などの一部を支援してまいります。 

 現在、豊玉町において、モデルケースとして取り組んでいる介護予防生活支援コーディネー

ター事業についても、各町に展開してまいります。 

 また、厳原町を中心に組織、活動されてきたミニシルバー人材センターの全島組織化を図るた

め、推進スタッフを配置し、取り組みを強化してまいります。 

 一方、ハード整備に係る取り組みでは、旧対馬いづはら病院跡施設の空きスペースを健康増進

施設としての活用等について、市民代表をメンバーとする検討委員会を立ち上げ、研究を進めて

おりますので、できる限り早い時期に、その方向性をお示しできるよう努めてまいります。 

 特に、上対馬地区にお住まいの方の悲願でもございます高速船の混乗につきましては、いま一

歩のところまで協議が整っております。近々、うれしい報告ができるものと大きな期待を抱いて

おり、最後の詰めに力を注ぎます。 

 公共交通については、地域が運営主体となるコミュニティ交通の拡大、予約制市営バスの検討、

スクールバスの活用拡大など、効率的な運行体制の構築に取り組みます。 

 さらに、交通弱者支援対策として、高齢者の通院・買い物等の交通費を支援する高齢者移動費

助成事業や、近年、社会問題となっております高齢者の運転による交通事故の減少を図るため、

運転免許証自主返納支援事業を引き続き実施し、あわせて事業の検証も行ってまいります。 

 市民が「対馬づくり」に積極的に参加していただくためには、市政や地域の状況を有機的に情

報共有することが重要です。市民への情報提供の充実、さまざまな手段による情報発信に努め、

市民協働のまちづくりを推進いたします。 

 なお、市民皆様から市政に対する提言をいただく「市長への提言 かっちぇて！しまづくり」

を引き続き取り組むほか、みずから、積極的に地域へ出向き、市民の皆様と膝を交えた語らいの

機会を設けてまいります。 

 ４番目として、「自然とくらしが共存した島」～ふるさとづくり～への挑戦でございますが、

市民皆様の生命財産を守り、安心安全なまちづくりの推進のため、危機管理体制の充実に取り組

んでまいります。また、地域防災の基本である共助の受け皿となる自主防災組織の結成及び充実

のための支援を初め、防災施設整備や災害時の防災用備蓄物資の確保に取り組みます。 

 常備消防力の充実を図るために、新たにブーム付多目的消防車の導入、非常備消防の施設整備

などに取り組んでまいります。 

 昨年１０月末にユネスコ記憶遺産に登録された「朝鮮通信使に関する記憶」は、貴重な市民の
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財産であり、それを後世に伝えていくことは我々の責務であります。この貴重な市民共通の財産

に関する情報を効果的に発信し、国内外からの誘客へとつなげていくため、工事着工いたしまし

た博物館建設を初め、朝鮮通信使案内板整備、記憶遺産登録ＰＲ事業など、朝鮮通信使によるま

ちづくり事業などに取り組んでまいります。 

 また、本年は、「誠信外交」の象徴である雨森芳洲先生の生誕３５０年に当たり、その顕彰事

業も実施いたします。 

 生ごみ等資源再利用システム事業につきましては、協力世帯の目標数達成に向け、さらに取り

組みを強化し、生ごみの分別収集の推進を図ります。 

 国境離島であるがゆえの問題でもある海岸漂着物等地域対策推進事業についても引き続き取り

組むとともに、一般廃棄物処理施設である対馬クリーンセンターの基幹改良整備を行い、維持コ

ストの削減を図るとともに、施設の長寿命化に取り組んでまいります。 

 有害鳥獣対策につきましては、従来の駆除対策を実施するとともに、区域を設定したイノシ

シ・シカの一斉駆除を実施いたします。 

 次に、これらの事業を実施していくために充当する歳入予算でございますが、主な内容として、

市税は、法人税、固定資産税の減収などにより前年度比３.８％の減を見込んでおります。 

 地方交付税は、国の地方財政計画において、対前年度比マイナス２％、３,２１３億円の減と

なっており、また、まち・ひと・しごと創生事業費に対応した算定方法の見直し、業務改革を反

映した経費水準を算定に反映させるトップランナー方式などの算定方法の変更があり、配分・算

定方法等が不透明な状況であることを考慮して、前年比５.４％の減を見込んでおります。 

 さらに、財政調整基金、減債基金、合併振興基金などから約１８億８,０００万円を繰り入れ

るほか、財源補痾のある辺地対策事業債、過疎対策事業債、合併特例事業債など約５０億

２,０００万円の市債を計上しなければならない厳しい予算編成となっております。 

 加えまして、歳入の大部分を占める地方交付税の合併優遇措置の段階的縮減が平成２６年度か

ら始まり、最終年度である平成３０年度は９０％縮減となります。この段階的縮減は、合併によ

り面積が拡大するなど市町村の姿が大きく変わったことにより、一定の緩和はされているところ

ですが、依然として厳しい財政運営に変わりはありません。 

 このような状況を踏まえながらも、平成３０年度予算編成に当たりましては、これまでの継続

事業の実施、高齢化社会に備えるための事業、時代のニーズに応えるための事業の実施など、対

馬市独自の施策を限られた財源の中で可能な限り計上したところであります。 

 以上、市政運営に対する所信の一端と平成３０年度の事業内容について申し述べましたが、今

後も、第２次対馬市総合計画に掲げる「みんなで目指そう！自立と循環の宝の島 対馬」を目標

とし、さまざまな行政課題の解決のため、財政の健全化に努めながら、市民協働・市民主体のま
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ちづくりに全身全霊をもって取り組んでまいります。 

 また、目標実現には、市民と議会と行政がスクラムを組んで行政運営を推進していくことが重

要であると考えますので、市民の皆様、議員各位の市政に対する御理解と、なお一層の御支援を

賜りますようお願い申し上げ、施政方針といたします。 

 平成３０年２月２７日、対馬市長比田勝尚喜。 

○議長（小川 廣康君）  以上で、市長の施政方針説明を終わります。 

 １２番、波田政和君、どうぞ。 

○議員（１２番 波田 政和君）  皆さん、おはようございます。１２番議員の波田でございます。 

 ただいま、施政方針説明を聞き、私なり期待と感動を覚えるわけでございますが、その中の

１つで空き家バンクについて、この実態を市長は理解してあるのかということの確認と、ここに

書いてありますように、積極的に取り組むということの文言に対して、もう３月になりますので、

定住促進とか、対馬にＩターン、Ｕターンを考えている方々がたくさん、皆さんの力でおるや聞

いておりますが、できますなら、例えば旧６町でも構いませんが、どのくらい空き家があって受

入態勢ができとるのか、わかれば答えていただきたいんですが、よろしくお願いします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  大変申しわけございませんけども、本日は各６町ごとの資料は持ち合わ

せてきておりません。後日また、お示ししたいというふうに考えておりますけども、今現在、前

回の議会の中でも、お試し住宅の御了解もいただきましたところでありまして、そちらのほうも、

契約も無事済んでいるところでございます。 

 そして、先ほど波田議員のほうからもありましたように、平成２８年度と比較いたしまして対

馬の人口動態の関係が、恐らくこのＵＩターンの関係かと思いますけども、前年度に比べて約

２００名近く、歯止めがかかっているというような状況でございます。 

○議長（小川 廣康君）  １２番、波田政和君。 

○議員（１２番 波田 政和君）  私が話している趣旨が伝わっているんですかね。資料がないの

はわかりますが、つい先日、希望者が市役所に訪ねて行っているんです、実は。そういう中で、

ここで御説明がありますように、そういった整備充実がなされているような御説明ではなかった

とお聞きしたから、わざわざ聞いておりますが。 

 そういう中でも、最終的、こういったことを半年前始めたわけじゃございませんでしょ。だか

ら、対応する職員の方々もある程度のことは理解してあると思うんですが、説明の結びに職員の

方が、不動産屋を紹介しましょうか、みたいな話をなされたらしいです。ということは、別に市

役所が何をしているとかいうようなことにはならないんじゃないかと思って。 

 今、こういった説明を聞く中で、私が市長にお願いしたいのは、やっぱり皆さんに説明する以
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上は、ある程度のものは掌握していただいて説明してもらわないと、誰かを責めるようなことは

したくないじゃないですか。 

 実際のところ、本当で、この空き家バンク制度登録とか、実際４月１日からどれだけ入れるの

かぐらいは、何とか全員で１つの見解をまとめたいなと思いましたので、あえてここは小さな話

をしますけども、よろしく癩癩後日でもいいです、そしたら癩癩お願いしたいと思います。 

 以上で終わります。 

○議長（小川 廣康君）  以上で、市長の施政方針説明を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第６．長崎県病院企業団議会議員の報告 

○議長（小川 廣康君）  日程第６、長崎県病院企業団議会議員の報告を行います。 

 １０番、小田昭人君。 

○議員（１０番 小田 昭人君）  長崎県病院企業団議会議員の活動内容について、次のとおり報

告します。 

 平成２９年１２月２７日、長崎市の長崎県農協会館において第２回長崎県病院企業団議会定例

会が午後１時３０分から招集されました。対馬地区から、山本議員と２名の出席であります。 

 今回の議案審議は認定議案１件であります。 

 認定第１号、平成２８年度長崎県病院企業団病院事業会計決算の認定について報告します。 

 病院企業団全体でありますが、収益合計は２７４億１,２８８万円、費用合計は２８６億

８,２８５万円で、１２億６,９９７万円の純損失となっております。 

 前年度と比較しますと、入院や外来収益は増加したものの、それ以上に減価償却費（前年度よ

り６億７,６００万円の増額）や給与費（前年度より２億９,３００万円の増額）の費用が増加し

たため、経常収支赤字が拡大したものであります。 

 なお、対馬の２つの病院でありますが、対馬病院は総収益５７億４,９００万円（前年度より

１億１,４００万円の減額）、総費用６１億５,６００万円（前年度より２０億７,６００万円の

減額）、総収支差４億７００万円の純損失となり、特別利益、特別損失を除く経常収支は５億

８,７００万円（前年度より２億５００万円の増額）の赤字となっております。上対馬病院は総

収益１０億７,５００万円（前年度より８,１００万円の増額）、総費用１０億８,４００万円

（前年度より４００万円の減額）、総収支差９００万円の純損失となり、特別利益、特別損失を

除く経常収支は３,３００万円の黒字となっております。 

 経営状況でありますが、対馬病院は病床数２７５床で、患者数は前年度に比べ入院で３.１％、

外来で１.１％増加しております。病床利用率は８１.３％（前年度７６％）となっております。

上対馬病院は病床数６０床で、患者数は前年度に比べ入院で１４.５％増加、外来で１.４％減少
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しています。病床利用率は６８.７％（前年度５９.９％）となっています。 

 長期の人口減少局面に突入している中で、地域医療の中核を担う自治体病院を取り巻く環境は、

少子・高齢化の進行、深刻化する医師・看護師等医療従事者の不足などにより、厳しい状況に置

かれております。 

 企業団病院の経営状況については、費用面では、給与費、材料費、減価償却費等が増加してい

るため、経常収支は引き続き赤字が予想され、厳しい状況となっております。引き続き、収入増

加対策や経費削減対策に取り組み、経常収支赤字の圧縮に努める必要があります。 

 以上、認定議案１件について慎重に審議した結果、賛成多数により原案のとおり可決しました。 

 なお、議案外の報告事項として、１、平成２８年度長崎県病院企業団病院事業会計予算繰越計

算書の報告について、２、入札結果報告について、３、平成２９年度上半期経営状況についての

報告がありましたが、詳細については説明を省略させていただきます。 

 以上、長崎県病院企業団議会議員の報告といたします。 

○議長（小川 廣康君）  これから、報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 暫時休憩します。再開は１１時１５分とします。 

午前11時00分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時13分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第７．長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員の報告 

○議長（小川 廣康君）  日程第７、長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員の報告を行います。 

 １４番、初村久苻君。 

○議員（１４番 初村 久苹君）  皆さん、こんにちは。長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員

報告をいたします。 

 平成３０年２月１３日、長崎県市町村会館において、平成３０年第１回長崎県後期高齢者医療

広域連合議会定例会が招集されましたので、議案審議の内容について次のとおり報告いたします。 

 同意議案第１号、監査委員の選任については、広域連合長から三縄周治氏の指名があり、賛成

多数により選任されました。 

 今回は、条例の一部を改正する議案が３件、予算議案４件の７件が上程され、慎重審議の結果、

いずれも賛成多数により原案のとおり可決されました。 
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 議案審議の内容について、報告をいたします。 

 議案第１号、長崎県後期高齢者医療広域連合個人情報保護条例及び長崎県後期高齢者医療広域

連合情報公開・個人情報保護審査会条例の一部を改正する条例は、行政機関の保有する個人情報

の保護に関する法律及び行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法

律の改正に伴い、一部を改正する条例であります。 

 議案第２号、長崎県後期高齢者医療広域連合職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例は、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部が改正されたことに伴い、非常勤職員につ

いて育児休業期間の延長に係る規定の改正を行い、必要な事項を定めた条例の改正であります。 

 議案第３号、長崎県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条

例は、平成３０年度及び平成３１年度国の診療報酬のマイナス改定により、医療給付費の伸びが

抑制されること及び決算剰余金の充当により下げることが可能となったため改正するものであり

ます。 

 議案第４号、平成２９年度長崎県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算（第１号）は、歳

入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,５０８万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ２億３,３６５万３,０００円とするものであります。 

 議案第５号、平成２９年度長崎県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５６億３,０２５万１,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２,２９１億８７２万円とするものであります。 

 議案第６号、平成３０年度長崎県後期高齢者医療広域連合一般会計予算は、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ２億２,０３６万３,０００円と定めるものであります。 

 議案第７号、平成３０年度長崎県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計予算は、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２,１９３億１,８２２万円と定めるものであります。 

 最後に、議会運営委員の欠員の補充により、平戸市の山田能新氏が選任をされました。 

 以上で、長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員の報告といたします。 

○議長（小川 廣康君）  報告が終わりました。 

 これから報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第８．承認第１号 

○議長（小川 廣康君）  日程第８、承認第１号、専決処分の承認を求めることについて（平成

２９年度対馬市一般会計補正予算（第６号））を議題とします。 
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 提案理由の説明を求めます。総務部長、有江正光君。 

○総務部長（有江 正光君）  ただいま議題となりました承認第１号、専決処分の承認を求めるこ

とについて、その提案理由と内容を御説明申し上げます。 

 本案は、平成２９年度対馬市一般会計補正予算（第６号）を平成２９年１２月２５日付で、地

方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分をいたしましたので、同条第３項の規定により

報告し、承認を求めるものでございます。 

 今回の補正は、昨年１２月１９日、対馬市ＣＡＴＶ施設において、外部ネットワークからの攻

撃や不正なアクセスなどを防御するための重要機器でありますファイアウオールに不具合が発生

し、市内全域においてインターネット回線が一時接続できない状態となりました。一日も早い施

設の安定的な運営を図るため、修繕料を追加したことによるものでございます。 

 予算書１ページをお願いします。 

 第１条第１項、歳入歳出予算の補正でございますが、平成２９年度対馬市一般会計補正予算

（第６号）は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,６８０万４,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３１６億８０９万円とするものでございます。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、２ページから３ページにかけての「第１表 歳入歳出予算補正」によるとするもの

でございます。 

 次に、歳入歳出補正予算の内容について御説明いたします。 

 ４ページをお願いします。 

 まず、歳入でございますが、１０款地方交付税、普通交付税を１,６８０万４,０００円追加し

ております。 

 次に、歳出でございます。２款総務費１項総務管理費７目企画費に、修繕料として同額を追加

しております。 

 以上、簡単ではございますが、提案理由の説明を終わります。 

 御審議の上、御承認くださいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件は委員会への付託を省略したいと思います。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は委員会への付託を省略することに決定いた
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しました。 

 これから討論、採決を行います。 

 承認第１号、専決処分の承認を求めることについて（平成２９年度対馬市一般会計補正予算

（第６号））について、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。承認第１号は原案のとおり承認すること

に御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり承認されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第９．議案第１号 

○議長（小川 廣康君）  日程第９、議案第１号、平成２９年度対馬市一般会計補正予算（第

７号）を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。総務部長、有江正光君。 

○総務部長（有江 正光君）  ただいま議題となりました議案第１号、平成２９年度対馬市一般会

計補正予算（第７号）について、その提案理由と内容を御説明申し上げます。 

 今回の補正は、主に県内の離島空路を運航しておりますオリエンタルエアブリッジ株式会社癩

癩略称ОＲＣでございますが、同社の安定的な運航を維持するための離島航空路線確保対策事業

７,５３３万３,０００円、対馬産品の流通促進と販路拡大による雇用創出、生産者の所得向上を

図るための基盤整備として農林水産振興施設建設事業２億５,７４８万９,０００円、国の補正予

算によります千尋藻漁港整備事業１億８,０００万円の計上と、その他事業費確定による調整な

どが主なものでございます。 

 予算書の１ページをお願いします。 

 第１条第１項、歳入歳出予算の補正でございますが、平成２９年度対馬市一般会計補正予算

（第７号）は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５,２３０万円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ３１５億５,５７９万円とするものでございます。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、２ページから４ページにかけての「第１表 歳入歳出予算補正」によるとするもの

でございます。 

 第２条、継続費の補正でございますが、６ページから７ページの「第２表 継続費補正」によ

るものでございます。農林水産振興施設建設事業の経費の総額及び年割額を定めるとともに、厳

原港国内ターミナル建設事業につきましては、経費の総額、年割額を変更し、博物館建設事業に
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つきましては、年割額の変更をするものでございます。 

 第３条、繰越明許費は、地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用

することができる経費を、６ページから９ページにかけての「第３表 繰越明許費」によるもの

とし、４７件、１７億７,９８０万４,０００円の事業費を繰り越すものでございます。 

 第４条、地方債の補正ですが、地方債の変更を１０ページから１１ページの「第４表 地方債

補正」によることとし、地方債の限度額を４０億８,５００万円とするものでございます。 

 次に、歳入歳出補正予算の内容について、その主なものを御説明いたします。 

 １４ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございます。１０款地方交付税は、普通交付税を５０５万６,０００円追加して

おります。 

 １２款分担金及び負担金は、漁港整備事業分担金など１４６万６,０００円追加し、１３款使

用料及び手数料は、公共用土場使用料１４万６,０００円を追加しております。 

 １４款国庫支出金１項国庫負担金でございますが、災害復旧費国庫負担金など６,８４３万

４,０００円を減額しております。 

 １６ページをお願いいたします。 

 ２項国庫補助金でございますが、１目総務費国庫補助金で離島活性化交付金１億１,６０２万

６,０００円を追加、特定有人国境離島地域社会維持推進交付金３億６,５１８万２,０００円を

県費からの組み替えによる追加、４目農林水産業費国庫補助金で国の補正予算による漁港整備事

業補助金９,９００万円の追加など、５億４,６２２万９,０００円を追加しております。 

 １５款県支出金１項県負担金でございますが、２目民生費県負担金で自立支援費負担金

１,１７５万３,０００円の追加など、５６３万１,０００円を追加しております。 

 １８ページをお願いいたします。 

 ２項県補助金は、１目総務費県補助金で国庫補助金への一部組み替え及び事業費確定により、

特定有人国境離島地域社会維持推進交付金４億２,５５３万２,０００円の減額、各事業費の確定

などにより４億３,２５６万５,０００円を減額しております。 

 １６款財産収入１項財産運用収入は、土地貸付収入及び配当金１２５万２,０００円の追加、

２項財産売り払い収入は、立木売り払い収入８１万３,０００円の減でございます。 

 ２０ページをお願いいたします。 

 １８款繰入金は、財政調整による減債基金繰入金２億３,０００万円の減額、事業費確定によ

る子ども夢づくり基金１０２万７,０００円の減額でございます。 

 ２０款諸収入５項雑入でございますが、平成２５年度に入札を実施いたしました消防救急デジ

タル無線整備事業の受注業者が、公正取引委員会から独占禁止法違反による賦課金納付命令を受
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けたことに伴い、発生いたしました違約金６,９３５万５,０００円など、８,０７５万

９,０００円を追加しております。 

 ２１款市債ですが、それぞれ事業費確定などにより、４,０８０万円を追加しております。 

 続きまして、歳出について御説明いたします。 

 なお、歳出につきましては、別途参考資料をお配りしておりますので、あわせてごらんいただ

ければと存じます。 

 予算書の２４ページをお願いいたします。 

 １款議会費でございますが、議員報酬など１６７万円を減額しております。 

 ２款総務費１項総務管理費３目財政管理費でございますが、諸収入で計上いたしました違約金

収入６,９３５万５,０００円を減債基金に積み立てるものでございます。 

 ７目企画費でございますが、２５ページをお願いいたします。資料につきましては、１ページ

上段を御参照ください。ＯＲＣの安定的な運航を維持するための県離島航空路維持費負担金

７,５３３万３,０００円の計上、事業費確定による創業等支援事業補助金７,１９６万

３,０００円の減額などが主なものでございます。 

 ３項戸籍住民基本台帳費は、マイナンバー制度対応システム整備委託料１,２６９万円の減額

でございます。 

 ３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費でございますが、自立支援給付費など５,７８８万

１,０００円を追加し、４目国民健康保険費は、国民健康保険特別会計繰出金１,８１８万

７,０００円の減額、５目老人福祉費は、介護保険特別会計繰出金など、１,８３１万９,０００円

を減額しております。 

 ２８ページをお願いいたします。 

 ２項児童福祉費でございますが、保育所運営のための経費及び児童手当支給額が確定したこと

などにより、１,３０８万円を減額しております。 

 ４款衛生費１項保健衛生費につきましては、水道事業負担金２,２４２万４,０００円、診療所

特別会計繰出金２,０１２万３,０００円の減額が主なものでございます。清掃費につきましては、

施設の運転維持管理委託料１,９７２万９,０００円の減額でございます。 

 ３０ページをお願いいたします。 

 ６款農林水産業費１項農業費並びに２項林業費でございますが、いずれも事業費の確定による

減額でございます。 

 ３２ページをお願いいたします。 

 ３項水産業費２目水産業振興費でございますが、資料につきましては１ページ中段を御参照く

ださい。対馬産品の流通促進等販路拡大により雇用を創出し、生産者の所得向上を図るための基
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盤整備として、農林水産振興施設建設事業２億５,７４８万９,０００円の計上、各事業費の確定

による減額など、１億８,０８９万５,０００円を追加しております。 

 ４目漁港建設費でございますが、３４ページをお願いいたします。資料につきましては１ペー

ジ下段を御参照ください。国の補正予算によります千尋藻漁港整備事業費１億８,０００万円の

計上が主なものでございます。 

 ７款商工費は、事業費確定などにより１５６万２,０００円を減額するものでございます。 

 ８款土木費１項土木管理費、２項道路橋りょう費につきましては、事業費の確定による減額で

あり、４項港湾費は、県管理港湾使用料徴収委託料９０万１,０００円の追加でございます。 

 ３６ページをお願いいたします。 

 ５項都市計画費は、節の組み替えであり、６項住宅費は、事業費の確定による減額でございま

す。 

 ９款消防費から３８ページの１０款教育費６項保健体育費までは、それぞれ事業費確定による

減額でございます。 

 ４０ページをお願いいたします。 

 １１款災害復旧費は、事業費確定による減額であり、１２款公債費は利率見直しによる元金

２２０万円の追加と借入利率の決定などによる利子の減額でございます。 

 なお、４２ページ、４３ページに補正予算給与費明細書を添えてございますので、御参照方よ

ろしくお願いします。 

 以上、簡単ではございますが、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

 よろしくご審議くださいますようお願いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  ２点お尋ねをしたいと思います。 

 まず１点目は、２款１項７目の、いわゆる離島航空路線の確保の事業ですけども、一応説明資

料ついておりますけども、この内容を見て３行の文言がありますが、パイロット等の訓練・育成

を推進する経費ということになっておりますが、このあたりもう少し説明をしていただければと

思います。 

 それからもう１点は、３款２項２目１３節の委託料のところで、放課後児童健全育成事業の委

託料追加ということが７００万上がっておりますけども、この内容についても、どこの箇所での

必要数なのか、対象の委託料の場所とか、児童の数とかというのが、もし、わかれば御報告いた

だければと思います。 

 以上です。 
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○議長（小川 廣康君）  しまづくり推進部長、阿比留勝也君。 

○しまづくり推進部長（阿比留勝也君）  ＯＲＣへの負担金の内訳ということでございますが、内

訳につきましては、乗員訓練費あとＡＮＡの技術支援、そのほかＣＡの訓練、マニュアル作成

（「ＯＲＣ」と呼ぶ者あり）済みません、ＯＲＣの（「いや、いいんじゃＡＮＡは。ＡＮＡはい

いです」と呼ぶ者あり）航空機のそれぞれの借り上げ費等がそれぞれ含まれております。 

 なお、ＯＲＣにつきましては、昨年の１１月から訓練を終えまして、１機、リース事業として

購入をして、現在、運航を始めております。 

○議長（小川 廣康君）  福祉保険部長、仁位孝良君。 

○福祉保険部長（仁位 孝良君）  放課後児童健全育成事業の委託料の追加について、御説明申し

上げます。 

 市内に７つの放課後児童クラブがありますが、それぞれに該当するもので、内容としましては、

基準額の改定による増ということで、総計が７０１万というふうになっております。 

○議員（５番 小島 德重君）  はい、結構です。わかりました。 

○議長（小川 廣康君）  よろしいですか。ほかにございませんか。１番、坂本充弘君。 

○議員（１番 坂本 充弘君）  ３３ページをちょっとごらんいただきたいと思います。３３ペー

ジの報償費になっておりますけれども、７５５万円の減となっております。新規漁業者就業推進

協議会の委員の謝礼です。それと、新規就業者指導の謝礼の減。これは、指導者がいなかったと

いうことでしょうか。そこをちょっと確認したいと思います。 

○議長（小川 廣康君）  農林水産部長、西村圭司君。 

○農林水産部長（西村 圭司君）  新規就業者がいなかったということではなくて、全体で今

１８名、今年度新規就業者がいるんですけど、その中で報償費とかいうのは１４名、当初いるん

ですけど、１４名新規就業の７名の方が用船料が必要で、７名の方が船の借り上げ料が必要がな

くて、１４名いるんですけど７名の方はその必要がなかったということで、その分が減額という

ことでございます。 

○議長（小川 廣康君）  よろしいですか。 

○議員（１番 坂本 充弘君）  はい、わかりました。ありがとうございます。 

○議長（小川 廣康君）  ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 議案第１号は、配付しております議案審査付託表のとおり、各常任委員会に付託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１０．議案第２号 
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日程第１１．議案第３号 

日程第１２．議案第４号 

日程第１３．議案第５号 

日程第１４．議案第６号 

○議長（小川 廣康君）  日程第１０、議案第２号、平成２９年度対馬市診療所特別会計補正予算

（第４号）から日程第１４、議案第６号、平成２９年度対馬市水道事業会計補正予算（第４号）

までの５件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。健康づくり推進部長、福井順一君。 

○健康づくり推進部長（福井 順一君）  ただいま一括議題となりました議案のうち、議案第２号、

平成２９年度対馬市診療所特別会計補正予算（第４号）につきまして、その提案理由を御説明い

たします。 

 今回の補正は、診療実績による外来収入の増額及び医薬材料費の減額が主なものであります。 

 １ページをお願いいたします。 

 平成２９年度対馬市診療所特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによることを規

定し、第１条第１項、歳入歳出予算の補正は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

１,４２８万３,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億９,２０２万

５,０００円とするものであります。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、２ページから３ページにかけての「第１表 歳入歳出予算補正」によるとするもの

であります。 

 次に、歳入歳出補正予算の内容について御説明いたします。 

 ６ページ、７ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でありますが、１款診療収入１項外来収入は、後期高齢者医療診療報酬の増加見込

みにより５７８万２,０００円増額しております。 

 ２款使用料及び手数料は、診断書等手数料収入を５５万８,０００円減額、３款県支出金は、

へき地医療対策費補助金３９１万９,０００円の追加、４款繰入金は一般会計からの繰入金を

２,０１２万３,０００円減額しております。 

 ６款諸収入は、予防接種等収入を３３０万３,０００円減額しております。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 ８ページ、９ページでお願いいたします。 

 １款総務費１項施設管理費１目一般管理費は、４１７万４,０００円を追加しております。

８節報償費から１８節備品購入費までは、必要見込みによる不用減であります。 
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 ２３節償還金利子及び割引料は、平成２８年度へき地医療対策費補助金実績に伴う返還金で

８５５万３,０００円となります。 

 ２款医業費は、１２月までの支出実績等を考慮して、必要見込みにより不用減としております。 

 １目医療用機械器具費は、４０１万９,０００円を減額しております。主なものは、酸素濃縮

ガスや呼吸器治療器などの医療用器具使用料４００万円の減額であります。 

 ２目医療用消耗器材費は、注射器等の医薬材料費２５１万円の減額、３目医療用衛生材料費は、

医薬品１,１９２万８,０００円の減額であります。 

 以上で、議案第２号、対馬市診療所特別会計補正予算（第４号）の説明を終わります。 

 御審議の上、御承認くださいますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  福祉保険部長、仁位孝良君。 

○福祉保険部長（仁位 孝良君）  ただいま一括上程となりました議案のうち、議案第３号から議

案第５号までの３件につきましては、福祉保険部所管でございますので、その提案理由と内容を

続けて御説明いたします。 

 まず、議案第３号、平成２９年度対馬市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）につきまし

て御説明申し上げます。 

 今回の補正は、被保険者数の減少等により関連する給付費、療養費ほかが減額見込みとなるた

め、それらに伴う調整が主なものであります。決算ベースの見込みで編成をしております。 

 補正予算１ページをお願いいたします。 

 平成２９年度対馬市の国民健康保険特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる

ことを規定し、歳入歳出予算の補正は、第１条第１項で、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それ

ぞれ２,７４２万２,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６０億

５,３３２万８,０００円とするものであります。 

 第２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、２ページ及び３ページの「第１表 歳入歳出予算補正」によるとするものであり

ます。 

 歳入でございますが、６ページ、７ページを説明いたします。 

 第４款療養給付費交付金及び第１０款繰入金ともに、歳出予算の減額に伴う関連する交付金、

繰入金の減額の調整であります。 

 次に、歳出について説明いたします。 

 ８ページをお願いします。 

 主なものだけを説明いたします。 

 第２款保険給付費の１項療養諸費及び２項の高額療養費は、退職被保険者に関係する療養給付
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費や高額療養費の減額補正でございます。退職被保険者数の減少によることが主な要因でありま

す。 

 次のページ、１０から１１ページでございます。上から２段目、４項１目の出産育児一時金は、

見込み数の減によるものでございます。下段、８款保健事業費１項１目特定健康診査等事業費は、

精算見込みによる不用額の減額補正であります。そのほかに、幾つかの項で財源内訳を変更して

おります。 

 以上が、国民健康保険特別会計補正予算の説明です。 

 続きまして、議案第４号、平成２９年度対馬市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）に

つきまして御説明申し上げます。 

 今回の補正は、後期高齢者医療保険料の普通徴収分の追加と、それに伴う保険料納付金の増額

が主なものでございます。 

 補正予算書１ページをお願いいたします。 

 平成２９年度対馬市の後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

ることを規定し、歳入歳出予算の補正は、第１条第１項で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ３３９万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億７,８９１万

８,０００円とするものであります。 

 第２項の説明は省略します。 

 歳入でございますが、６ページ、７ページをお願いいたします。 

 １款１項後期高齢者医療保険料は、年金からの天引きであります１目特別徴収分は減額の見込

み、逆に、納付書や口座振替で納めていただきます２目普通徴収保険料は増額補正でございます。

これは、被保険者数の増加や所得の関係で、特別徴収から普通徴収に変わられた方がふえたこと

が要因であります。 

 ５款１項２目の保険基盤安定繰入金は、額の確定による繰入金の減額補正であります。 

 次に、歳出について説明いたします。 

 ８ページ、９ページをお願いいたします。 

 ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金は、歳入として入ってきます保険料を広域連合へ

納める納付金でありますので、歳入と関連して保険料納付金は増額、保険基盤安定負担金は減額

の、トータルで３３９万１,０００円の追加補正でございます。 

 ここまでが、後期高齢者医療特別会計です。 

 次に、議案第５号、平成２９年度対馬市介護保険特別会計補正予算（第４号）でございます。 

 今回の補正は、決算ベースによる見込み数の調整や精算等に伴う介護サービスの給付費、負担

金の増減が主なものでございます。 
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 介護保険特別会計補正予算書１ページをお願いいたします。 

 平成２９年度対馬市の介護保険特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによること

を規定し、歳入歳出予算の補正は、第１条第１項で、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

６,３１５万４,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３８億６,８９１万

４,０００円とするものであります。 

 また、第２条で、翌年度に繰り越して使用することができる経費は、４ページ、５ページの

「第２表 繰越明許費」によるとしております。 

 内容を説明いたします。 

 歳入でございますが、主なものだけを説明します。 

 ８ページ、９ページをお開きください。 

 ページ上段、３款１項１目介護給付費負担金から、下段、７款２項１目基金繰入金まで、全て

の項目において精算や見込み数での減額補正でございます。 

 次に、歳出について、その主なものを説明いたします。 

 １０ページをお願いいたします。 

 ページ上段、１款１項１目一般管理費は、事務費の補正、同５項１目計画策定委員会費は、委

託料の確定による不用額の減でございます。 

 中段、２款保険給付費では、１項の介護サービス等諸費から、次のページ１２ページの６項特

定入所者介護サービス等費まで、それぞれ精算見込みによる決算ベースでの増減額の調整であり

ますが、第２款保険給付費トータルでは、６,１８６万３,０００円の減額での補正計上となって

おります。 

 以上、議案第３号から議案第５号までの特別会計補正予算の内容についての説明を終わります。 

 御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小川 廣康君）  水道局長、大浦展裕君。 

○水道局長（大浦 展裕君）  ただいま一括議題となりました議案のうち、議案第６号、平成

２９年度対馬市水道事業会計補正予算（第４号）について御説明申し上げます。 

 今回の補正は、建設改良費の減額補正が主なものでございます。 

 補正予算書１ページをお願いいたします。 

 第１条で、平成２９年度対馬市水道事業会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる

とするものでございます。 

 第２条で、平成２９年度対馬市水道事業会計予算第３条に定めた収益的収入の予定額を、１款

水道事業収益２項営業外収益を２２１万６,０００円増額し、水道事業収益の総額を１１億

９,９５３万３,０００円とし、収益的支出の予定額を１款水道事業費用１項営業費用を４３４万
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円増額、２項営業外費用を１８２万２,０００円減額し、水道事業費用の総額を１０億６,７３９万

５,０００円とするものでございます。 

 第３条で、予算第４条本文括弧書き、「資本的収入額が資本的支出額に対し、不足する額４億

３,７４１万２,０００円は、当年度分消費税資本的収支調整額３,６２３万９,０００円、過年度

分損益勘定留保資金１億７,１４１万７,０００円、当年度分損益勘定留保資金２億２,９７５万

５,０００円で補てんするものとする。」に改め、資本的収入の予定額を１款資本的収入１項企

業債を２,１３０万円、３項県補助金を４,２５６万９,０００円、４項負担金を２,７００万円そ

れぞれ減額し、資本的収入の総額を３億９,５４１万６,０００円とし、資本的支出の予定額を

１款資本的支出１項建設改良費を９,０８３万８,０００円減額し、資本的支出の総額を８億

３,２８２万８,０００円とするものでございます。 

 第４条で、予算第５条中、起債の限度額「１億６００万円」を「８,４７０万円」に改め、第

５条で、予算第８条中、職員給与費「１億７,８１２万７,０００円」を「１億７,９１２万

７,０００円」に改めるものでございます。 

 ６ページ、７ページに、補正予算給与費明細書を掲載しております。 

 第６条で、予算第９条第１号中、「４,７５１万６,０００円」を「４,６３９万２,０００円」

に、同条第３号中、「１億３,９５４万４,０００円」を「１億１,２５４万４,０００円」にそれ

ぞれ改めるものでございます。 

 それでは、補正の内容について御説明いたします。 

 ８ページ、９ページをお願いいたします。 

 収益的収入でございますが、１款水道事業収益２項営業外収益３目雑収益１節その他雑収益の

増額補正は、豊玉町乙宮地区簡易水道曽浄水場の電気計装機器の落雷被害に伴う損害保険金収入

の増で、４目他会計負担金１節一般会計負担金の減額補正は、企業債支払利息の確定に伴う企業

債利子負担金の減によるものでございます。 

 収益的支出でございますが、１款水道事業費用１項営業費用１目配水及び給水費２節手当の増

額補正は、寒波対応等に伴う職員の時間外勤務手当の増、１９節修繕費の増額補正は、豊玉町乙

宮地区簡易水道曽浄水場の電気計装機器の落雷被害に伴う修繕費の増によるものでございます。 

 ２項営業外費用１目支払利息の減額補正は、企業債支払利息の確定に伴う３６節企業債利息の

減によるものでございます。 

 １０ページ、１１ページをお願いいたします。 

 資本的収入でございますが、１款資本的収入の１項企業債１目企業債、３項県補助金１目県補

助金及び４項負担金１目他会計負担金の減額補正は、琴地区統合簡易水道整備事業及び中央地区

簡易水道基幹改良事業の建設改良事業費の減に伴い、企業債の借入額、県補助金の交付額及び一
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般会計負担金の額が減額となったものでございます。 

 資本的支出でございますが、１款資本的支出の１項建設改良費３目簡易水道整備工事費の減額

補正の主なものは、琴地区統合簡易水道整備事業及び中央地区簡易水道基幹改良事業の工事請負

費の減によるものでございます。 

 以上、簡単ではございますが、議案第６号、平成２９年度対馬市水道事業会計補正予算（第

４号）の説明を終わります。 

 御審議の上、御決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小川 廣康君）  説明が終わりました。 

 ただいま一括議題としております５件に対する質疑は、午後から行います。 

 暫時休憩します。再開は午後１時ちょうどといたします。 

午後０時06分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時00分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

 議案第２号、平成２９年度対馬市診療所特別会計補正予算（第４号）から議案第６号、平成

２９年度対馬市水道事業会計補正予算（第４号）までの５件については、午前中に提案理由の説

明が終わっております。 

 これから質疑を行います。まず、健康づくり推進部関係の議案第２号について、質疑はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認めます。 

 次に、福祉保険部関係の議案第３号から議案第５号までの３件について、質疑はありませんか。

５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  まず、２点確認をしたいと思います。 

 まず１点目は、国保のほうですけども、国保のほうで出産の育児一時金の減が４２０万減、出

ておりますけども、これは見込み数に対して出生数が減ということだったんですが、見込み数が

幾らで、実際に生まれた子供さんの数が幾らなのかということを確認をしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  福祉保険部長、仁位孝良君。 

○福祉保険部長（仁位 孝良君）  お答えいたします。 

 この出産育児一時金は、当初予算では４２万円の７０人分ということで２,９４０万円を予定

し、計上をしておりました。今回は、そこまでいかないということで、一応１０人分の減額をし
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ております。つまり、この時点では６０人分の予算を確保ということでございますが、１月末現

在では３２件で、１,３００万円ほど実際に支出をしております。あとは余裕を持って今回は減

額をしているということでございますので、御理解いただきたいと思います。 

○議長（小川 廣康君）  よろしいですか。ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認めます。 

 次に、水道局関係の議案第６号について、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま一括議題としております５件については、委員会への付託を省略した

いと思います。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。５件につきましては、委員会への付託を省略する

ことに決定いたしました。 

 これから各案ごとに討論、採決を行います。 

 まず、議案第２号、平成２９年度対馬市診療所特別会計補正予算（第４号）について、討論は

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。本件は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３号、平成２９年度対馬市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について、

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。本件は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第４号、平成２９年度対馬市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について、

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。本件は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第５号、平成２９年度対馬市介護保険特別会計補正予算（第４号）について、討論

はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。本件は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６号、平成２９年度対馬市水道事業会計補正予算（第４号）について、討論はあ

りませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。本件は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１５．議案第７号 

○議長（小川 廣康君）  日程第１５、議案第７号、平成３０年度対馬市一般会計予算を議題とい

たします。 

 提案理由の説明を求めます。総務部長、有江正光君。 

○総務部長（有江 正光君）  ただいま議題となりました議案第７号、平成３０年度対馬市一般会

計予算について、その提案理由と内容を御説明申し上げます。 

 予算の説明に先立ち、予算書とあわせて別途配付しております平成３０年度当初予算資料をご

らんください。一般会計及び７つの特別会計の当初予算の概要を記載しております。 

 １ページの当初予算総括表に、各会計の平成３０年度当初予算額、前年度当初予算額との比較

並びに増減率を記載しております。２ページに一般会計の歳入の内訳、対前年度比較表、３ペー

ジに歳出目的別内訳の対前年度比較表、４ページに歳出性質別内訳比較表、５ページに有人国境

離島法関連事業、６ページから７ページに主な新規事業などをそれぞれ記載しております。御参

照いただきますようお願いいたします。 
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 それでは、予算書１ページをお願いいたします。 

 平成３０年度対馬市の一般会計予算は、次に定めるところによることを規定し、第１条第１項

で、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３１７億８,３００万円と定め、第２項で、歳入歳

出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額を、２ページから６ページにかけての「第１表 歳

入歳出予算」によると定めております。 

 第２条で、地方自治法第２１２条第１項の規定による継続費の経費の総額及び年割額を、

８ページから９ページの「第２表 継続費」によると定めております。 

 第３条で、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、

限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を、同じく８ページから９ページの「第３表 地方

債」によると定めております。 

 第４条で、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの限度額を

８０億円と、第５条で、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により、歳出予算の各項

の経費の金額を流用することができる場合を定めております。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算についてでございますが、歳入及び歳出の款項の区分の金額については、

２ページから６ページの「第１表 歳入歳出予算」のとおりでございます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 第２表継続費につきましては、盒知中学校校舎増築事業の継続費の総額及び年割額を定めてお

ります。 

 第３表地方債につきましては、公共事業等債から水道事業債までそれぞれ限度額を定め、限度

額合計を５０億１,５１０万円といたしております。 

 それでは、１０ページからの歳入歳出予算事項別明細書により、主なものについて御説明いた

します。 

 本年度の予算の状況は、合計欄に記載のとおり３１７億８,３００万円で、対前年度比８億

１,６００万円、２.６％の増でございます。 

 これは、農林水産振興施設建設事業、対馬クリーンセンター基幹改良事業、厳原港国内ターミ

ナル建設事業、博物館建設事業などの大型事業に係る経費の増が大きな要因でございます。 

 まず、歳入でございます。 

 １款市税は、２８億３８７万２,０００円、対前年度比１億１,０９５万９,０００円の減で、

主な要因といたしましては、市民税の法人分及び固定資産税の減によるものでございます。 

 ２款地方譲与税から９款地方特例交付金及び１１款交通安全対策特別交付金は、２９年度の交

付見込み額などをもとに計上いたしております。 
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 １０款地方交付税は、国の地方財政計画におきましてはマイナス２.０％、３,２１３億円の減

でございますが、合併優遇措置の段階的縮減と配分算定方法などが不透明なことなどを考慮して、

対前年度比７億２,７４７万８,０００円の減となる１２７億４８１万円を計上いたしております。 

 内訳につきましては、普通交付税を、対前年度比７億１,７４７万８,０００円減の１１８億

８,４８１万円、特別交付税は、対前年度比１,０００万円減の８億２,０００万円をそれぞれ計

上いたしております。 

 １２款分担金及び負担金は、各事業における分担金、養護老人ホーム入所負担金、保育所入所

負担金など、１億２,７１１万２,０００円を計上いたしております。 

 １３款使用料及び手数料は、各種公共施設の使用料、戸籍及び塵芥収集手数料など、３億

６,６５１万８,０００円を計上いたしております。 

 １４款国庫支出金は、４３億５,１９５万１,０００円の計上で、生活保護費負担金、離島活性

化交付金、特定有人国境離島地域社会維持推進交付金及び社会資本整備総合交付金などでござい

ます。 

 １５款県支出金は、３０億９,３３７万３,０００円の計上で、自立支援費負担金、特定有人国

境離島地域社会維持推進交付金、海岸漂着物等地域対策推進事業補助金、漁港整備事業補助金、

離島漁業再生支援交付金などがございます。 

 １６款財産収入は、７,５００万８,０００円の計上で、土地建物の貸付収入などでございます。 

 １７款寄附金は、１億５,０１０万円の計上で、ふるさと納税寄附金などでございます。 

 １８款繰入金は、１８億８,２６２万３,０００円の計上で、主なものとして財政調整基金、減

債基金、振興基金、合併振興基金などからの繰り入れでございます。 

 ２１款市債は、漁港整備、市道改良、博物館建設などの事業に充当するため、過疎対策事業債、

辺地対策事業債、合併特例事業債など、５０億１,５１０万円を計上しております。 

 次に、歳出でございます。１２ページをお願いします。 

 １款議会費は、議会活動費、タブレット導入経費など１億９,４５７万７,０００円の計上で、

対前年度比４６２万１,０００円の増となっております。 

 ２款総務費は、３７億２,８２２万４,０００円の計上で、対前年度比３,８２３万８,０００円

の増となっております。増の主なものは、創業等支援事業補助金、県離島航空路維持費補助金、

がんばれ国境の島対馬ふるさと応援基金積立金などでございます。 

 ３款民生費は、６５億４,７３１万６,０００円の計上で、対前年度比９,８１５万３,０００円

の減となっております。減の主なものは、佐須へき地保育所改修事業、県営化によるための国民

健康保険特別会計繰出金などでございます。 

 ４款衛生費は、４３億５,５６１万７,０００円の計上で、対前年度比４億６,４９３万
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７,０００円の増となっております。増の主なものは、海岸漂着物等地域対策推進事業、対馬ク

リーンセンター基幹改良事業などでございます。 

 ６款農林水産業費は、３７億７,７９３万１,０００円の計上で、対前年度比３億９,４８４万

７,０００円の増となっております。増の主なものは、農林水産振興施設建設事業、活魚・鮮魚

等輸送コスト助成事業補助金などでございます。 

 ７款商工費は、７億６,３２７万８,０００円の計上で、対前年度比３,２７９万３,０００円の

増となっております。増の主なものは、周遊バス運行業務委託料、三宇田浜園地整備事業などで

ございます。 

 ８款土木費は、２８億７,６１６万９,０００円の計上で、対前年度比３億５,３２７万

３,０００円の減となっております。減の主なものは、市道改良事業で平成２９年度は補助金要

望額の６割を予算計上しておりましたが、平成３０年度は過去の実績を踏まえ、５割の予算計上

としたことによるものでございます。 

 ９款消防費は、９億５,６８５万９,０００円の計上で、対前年度比９,０９２万２,０００円の

減となっております。減の主なものは、耐震性貯水槽建設事業、消防団拠点施設建設事業などで

ございます。 

 １０款教育費は、４０億４,５９３万６,０００円の計上で、対前年度比６億３,３９４万

５,０００円の増となっております。増の主なものは、小中学校の児童生徒用のタブレット導入

経費、盒知中学校増築事業、博物館建設事業などでございます。 

 １２款公債費は、４４億８,１７４万円の計上で、対前年度比２億１,７８４万７,０００円の

減となっております。 

 １３款諸支出金は、旅客定期航路事業特別会計繰出金として１,３８１万１,０００円を計上し、

１４款予備費は、４,０００万円を計上いたしております。 

 なお、１７２ページから１７９ページにかけまして、特別職及び一般職の給与費明細書を、ま

た１８０ページから１８１ページにかけまして、継続費に関する調書を、１８２ページから

１８６ページにかけまして、債務負担行為に関する調書を、１８８ページから１８９ページに地

方債に関する調書を掲げておりますので、御参照方お願いいたします。 

 以上、簡単ではございますが、平成３０年度対馬市一般会計予算の説明を終わります。御審議

の上、御決定賜りますようお願いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 
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 お諮りします。本件は、議長を除く全議員を委員とする予算審査特別委員会を設置し、これに

付託して審査することにしたいと思います。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は、議長を除く全議員を委員とする予算審査

特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定しました。 

 正副委員長互選のため、予算審査特別委員会を議員控室に招集します。 

 暫時休憩します。 

午後１時21分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時37分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

 報告します。予算審査特別委員会の委員長に吉見優子君、副委員長に船越洋一君が決定いたし

ました。 

 なお、委員会の審査報告は３月１９日に行います。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（小川 廣康君）  以上で、本日の議事日程は全て終了しました。あすは定刻から本会議を

開き、議案説明等を行います。 

 本日はこれで散会とします。お疲れさまでございました。 

午後１時38分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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